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【
建
交
労
東
京
ト
ラ
ッ
ク
部

会
事
務
局
長
・
中
島
均
さ
ん
】

私
た
ち
が
働
く
ト
ラ
ッ
ク
運
輸

産
業
は
、
日
本
の
産
業
活
動
や

国
民
生
活
に
不
可
欠
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
近
年

多
発
す
る
自
然
災
害
の
中
で
は

緊
急
支
援
物
資
等
を
輸
送
し
、

国
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
維
持

す
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
か
ら

「
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
」
が
深
刻

化
し
、
長
時
間
労
働
の
要
因
と

な
り
、
脳
・
心
臓
疾
患
な
ど
健

康
障
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
長
時
間
労
働
の

改
善
を
め
ざ
し
、
交
通
運
輸
産

業
で
の
共
通
ル
ー
ル
で
あ
る

「
改
善
基
準
告
示
の
法
制
化
」

を
求
め
、
2
0
1
8
年
6
月
に

成
立
し
た
「
働
き
方
改
革
関
連

法
」
の
付
帯
決
議
の
中
で
「
改

善
基
準
告
示
の
見
直
し
」
が
明

記
さ
れ
、
現
在
、
議
論
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
年
12
月
に
は
「
改

正
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
」

が
成
立
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
環
境
改
善
を
め
ざ
し
た
取
り

組
み
が
す
す
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
発

生
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
」
は
、
産
業
活
動
と

労
働
環
境
を
一
変
さ
せ
、
輸
送

品
目
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
は
あ

る
も
の
の
、
全
体
的
に
物
量
は

減
少
し
、
一
部
職
場
で
は
解
雇

や
雇
い
止
め
が
お
き
て
い
ま

す
。一

部
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
通

信
販
売
が
拡
大
し
て
い
る
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
よ

う
な
業
務
は
大
手
企
業
の
み
し

か
行
っ
て
お
ら
ず
、
99
％
を
占

め
る
中
小
企
業
で
は
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
交
労
ト
ラ
ッ
ク
部
会
で
は

引
き
続
き
、
経
営
悪
化
に
よ
る

解
雇
や
雇
い
止
め
、
企
業
倒
産

な
ど
に
注
意
を
払
っ
て
い
き
ま

す
。

早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
、
生
活
と
社
会
の
動
脈
で
あ
り
神
経

と
な
る
物
流
の
仕
事
。
も
と
も
と
人
手
不
足
・
長
時
間
労
働

を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
一
層
厳
し

さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
非
正
規
で
低
賃
金
の
仲
間
も
多
く
、

矛
盾
が
集
中
し
て
い
る
現
場
実
態
が
あ
り
ま
す
。

トラックパレードに出発

【
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
東
京
】
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
続
く
中
で
も
、
郵
政
労
働
者

は
一
部
に
テ
レ
ワ
ー
ク
・
自
宅

待
機
は
あ
る
も
の
の
、
窓
口
業

務
・
対
面
配
達
等
で
感
染
す
る

危
険
を
冒
し
な
が
ら
働
き
続
け

て
い
ま
す
。

不
要
不
急
な
外
出
自
粛
に
よ

り
ゆ
う
パ
ッ
ク
、
メ
ー
ル
便
が

増
加
し
、
さ
ら
に
「
ア
ベ
ノ
マ

ス
ク
」
の
全
戸
配
達
、
全
世
帯

対
象
に
し
た
特
別
定
額
給
付
金

関
係
の
通
知
と
申
請
も
重
な

り
、
過
酷
な
労
働
負
荷
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
郵
政
は
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
係
わ
る
勤
務
等

の
扱
い
」
を
提
案
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
提
案
の
中
で
社
員
が

感
染
し
た
場
合
の
会
社
の
対
応

は
「
病
気
休
暇
」
扱
い
と
な
っ

て
お
り
、
正
社
員
は
有
給
で
非

正
規
社
員
は
無
給
で
す
。
こ
れ

は
正
社
員
と
の
不
合
理
な
格
差

だ
と
し
て
、
非
正
規
社
員
も
正

社
員
と
同
じ
「
有
給
休
暇
」
を

求
め
、
各
グ
ル
ー
プ
会
社
に
申

し
入
れ
ま
し
た
。
会
社
は
「
制

度
の
改
正
が
必
要
」
と
し
対
応

を
変
え
て
い
ま
せ
ん
。

感
染
し
た
場
合
、
長
期
間
の

隔
離
や
治
療
と
な
り
、
そ
の
経

済
的
影
響
は
は
か
り
知
れ
ま
せ

ん
。い

の
ち
の
重
さ
に
格
差
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
郵

政
労
契
法
20
条
裁
判
を
た
た
か

い
抜
き
ま
す
。

◇

◇

肉
は
何
カ
月
も
食
べ
ず
…
時
給

1
1
7
0
円

郵
政
の
仲
間

都
内
の
郵
便
局
で
非
正
規
社

員
と
し
て
夜
か
ら
朝
ま
で
働
い

て
い
て
、時
給
は
1
1
7
0
円
。

深
夜
帯
勤
務
の
割
り
増
し
が
つ

い
て
1
5
0
0
円
相
当
に
な
り

ま
す
。
基
本
賃
金
だ
け
だ
と
、

将
来
に
備
え
た
貯
金
は
で
き
ま

せ
ん
。社
会
保
険
料
月
5
万
円
、

ア
パ
ー
ト
代
5
万
4
千
円
。
水

道
光
熱
費
1
万
円
。
携
帯
料
も

か
か
る
の
で
食
費
は
1
日
7
0

0
円
に
切
り
詰
め
て
い
ま
す
。

魚
・
肉
類
は
何
カ
月
も
食
べ
て

い
ま
せ
ん
。

先
の
都
知
事
選
に
関
し
、
東

京
地
評
が
「
労
働
者
連
絡
会
」

を
発
足
さ
せ
、
力
強
い
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

結
果
は
、
残
念
な
が
ら
次
点

と
な
り
ま
し
た
が
、
全
都
で
市

民
運
動
・
労
働
運
動
と
野
党
の

共
闘
・
共
同
行
動
が
広
が
っ
た

こ
と
は
、
来
年
行
わ
れ
る
都
議

選
や
今
後
の
国
政
選
挙
な
ど
、

次
に
つ
な
が
る
都
知
事
選
に
な

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
都
知
事
選
で
は
、
私

は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
「
都
民
の

生
存
権
が
か
か
っ
た
選
挙
で
あ

る
」
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も

に
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
か
ら
都
民
の
命
と
健
康

を
守
る
医
療
体
制
の
充
実
と
自

粛
・
休
業
要
請
に
対
す
る
補
償

の
徹
底
②
都
立
・
公
社
病
院
の

独
立
行
政
法
人
化
の
中
止
と
充

実
強
化
③
カ
ジ
ノ
誘
致
計
画
の

中
止
④
都
営
住
宅
の
新
規
建
設

と
家
賃
補
助
制
度
の
導
入
⑤
公

契
約
条
例
の
制
定
、
非
正
規
労

働
者
を
減
ら
し
正
規
労
働
者
を

増
や
す
、
な
ど
の
政
策
を
掲
げ

て
闘
い
ま
し
た
。

私
は
、
選
挙
は
一
つ
の
社
会

運
動
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
都
政
を
監
視
し
改

革
す
る
運
動
は
続
け
て
い
き
ま

す
し
、
都
知
事
選
で
掲
げ
た
政

策
を
実
現
す
る
市
民
運
動
も
続

け
て
い
く
決
意
で
す
。
そ
の
意

味
で
今
後
も
東
京
地
評
の
皆
さ

ん
と
連
帯
し
て
闘
っ
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

郵便配達する仲間宇都宮健児さん

【
生
協
労
連
都
連
・
芝
原
宏

さ
ん
】
生
協
都
連
の
青
年
部
会

で
は
6
月
に
、
今
年
生
協
で
働

き
始
め
た
な
か
ま
に
「
新
人
ア

ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

宅
配
で
働
く
な
か
ま
か
ら
は

「
マ
ス
ク
の
着
用
」「
研
修
が
十

分
で
き
ず
、
今
後
の
独
り
立
ち

が
不
安
」「
営
業
の
や
り
方
が
わ

か
ら
な
い
」
な
ど
と
、
忙
し
い

現
場
に
い
き
な
り
立
た
さ
れ
た

不
安
・
悩
み
が
多
く
だ
さ
れ
ま

し
た
。
一
方
で
オ
ン
ラ
イ
ン
講

義
が
続
く
大
学
生
協
で
働
く
な

か
ま
か
ら
は
、「
事
業
の
存
続
」

と
い
う
生
協
経
営
に
つ
い
て
の

不
安
を
訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
同
期
と
の
つ
な
が

り
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
い
う

回
答
が
半
数
近
く
に
な
る
な

ど
、
不
安
を
抱
え
て
孤
立
し
た

状
態
が
あ
り
ま
す
。

単
組
で
は
、
労
働
組
合
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
歓
迎
会
が
十
分
で

き
て
い
な
い
中
、
ア
ン
ケ
ー
ト

が
新
人
の
な
か
ま
に
労
働
組
合

の
存
在
を
知
ら
せ
、
相
談
す
る

場
所
が
あ
る
こ
と
を
知
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
と
い
う
前
向
き

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
生
ま
れ
た

「
か
か
わ
り
」を
き
っ
か
け
に
、

労
働
組
合
の
輪
で
つ
な
が
り
、

と
も
に
行
動
す
る
な
か
ま
を
一

人
で
も
多
く
増
や
し
ま
す
。

東
京
都
・
労
働
相
談
の
状
況

東
京
都
産
業
労
働
局
は
、

昨
年
度
の
「
労
働
相
談
及
び

あ
っ
せ
ん
の
状
況
に
つ
い

て
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
都

内
6
カ
所
の
労
働
相
談
情
報

セ
ン
タ
ー
の
集
計
で
は
、
労

働
相
談
件
数
が
5
万
2
8
8

4
件
と
、
14
年
連
続
で
5
万

件
を
超
え
ま
し
た
。
相
談
内

容
で
は「
退
職（
10
・
6
％
）」

が
最
多
と
な
り
ま
し
た
。

臨
時
都
議
会
開
会
日
行
動

7
月
17
日
、
東
京
都
庁
前

歩
道
に
て
臨
時
都
議
会
開
会

日
行
動
を
開
催
し
、
定
員
一

杯
の
50
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
荻
原
淳
東
京
地
評
議
長

に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
都
知
事
選
を
と
も
に
闘

っ
た
宇
都
宮
け
ん
じ
氏
が
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
都
議
会

会
派
か
ら
は
、
西
沢
け
い
た

都
議
会
議
員
（
立
憲
民
主
党

・
民
主
ク
ラ
ブ
）
、
里
吉
ゆ

み
都
議
会
議
員
（
共
産
党
都

議
団
）
が
連
帯
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
主
催
は
、
東
京
地

評
、都
民
連
、東
京
社
保
協
。

い
の
健
東
京
セ
ン
タ
ー
総
会

働
く
も
の
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
る
東
京
セ
ン
タ
ー
は

7
月
18
日
、
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル

で
第
17
回
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
第
1
部
で
議
案
の
提

案
・
討
論
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

第
2
部
で
同
セ
ン
タ
ー
理
事

長
の
天
笠
医
師
が
「
新
型
コ

ロ
ナ
禍
の
下
で
の
精
神
疾
患

・
自
死
の
予
防
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
記
念
講
演
を
し
ま

し
た
。
東
京
地
評
か
ら
、
井

澤
智
事
務
局
長
、
柴
田
和
啓

副
議
長
、
齋
藤
康
雄
常
任
幹

事
が
同
セ
ン
タ
ー
理
事
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

教
科
書
採
択

19
年
ぶ
り
に

侵
略
美
化
の
教
科
書
を
一
掃

21
年
度
か
ら
使
用
さ
れ
る

中
学
校
教
科
書
採
択
が
7
月

27
日
に
東
京
都
教
育
委
員
会

で
行
わ
れ
、
侵
略
戦
争
美
化

の
育
鵬
社
と
自
由
社
の
歴
史

・
公
民
教
科
書
の
教
科
書
は

採
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

19
年
ぶ
り
に
一
掃
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。
7
月
22
日

に
東
京
都
教
科
書
採
択
問
題

連
絡
会
は
都
教
委
に
要
請
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
、
都
内

各
地
区
で
の
採
択
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。
傍
聴
な
ど
の

取
り
組
み
を
強
め
ま
し
ょ

う
。

東
京
労
働
共
済
会
が
第
24
回

総
会東

京
労
働
共
済
会
は
8
月

4
日
、
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
で
第

24
回
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
白
滝
理
事
長
（
東
京
地

評
副
議
長
）
の
開
会
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
全
労
連
共
済
・

佐
久
間
事
務
局
長
代
行
、
桜

保
険
事
務
所
・
中
村
社
長
が

来
賓
あ
い
さ
つ
。
井
澤
専
務

理
事（
東
京
地
評
事
務
局
長
）

か
ら
議
案
が
提
案
さ
れ
、
拍

手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
加
盟
組
合
の
定
期
大
会
】

全
印
総
連
東
京
地
連
第
1
7

5
回
大
会

7
月
18
日
、
全
印
健
保
会

館
で
開
催
。
委
員
長
に
砂
川

兼
作
さ
ん
、
書
記
長
に
嶋
岡

聡
さ
ん
。

生
活
と
社
会
を
支
え
る
物
流
の
現
場

新
型
コ
ロ
ナ
影
響
で
厳
し
さ
が
一
層

解
雇
増
え
る
ト
ラ
ッ
ク

中
小
運
輸
は
経
営
悪
化

生
協
で
働
く
青
年
が
ア
ン
ケ
ー
ト

悩
み
と
不
安
に

応
え
る
組
合
づ
く
り

＝
日
本
郵
政
＝

いのちの重さに格差なし

非正規は無給
病気休業

都
知
事
選
を
闘
い
終
え
て

都
政
監
視
は
続
け
る

宇
都
宮

健
児
（
寄
稿
）


